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こ ん な 季 節 が 一 年 中 続 い て く れ れ ば 良 い の に と 感 じ る ほ ど 、 さ わ や か な 新 緑

あふれる季節 です 。  

現在会員登録数 4,387 人さま。次号は６ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●「日曜日 」シリー ズ（田中六大 /絵  講談 社）の 30 巻完結記念 として、著者

の 村 上 し い こ さ ん に よ る 小 学 生 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ と 講 演 会 を 大 阪 府 立 中 央

図書館で開催 します 。（学校司書研 究会「 気になる本を 読む会 」、 IICLO 共催） 

◇ワークショ ップ「「 日曜日」シ リーズ  村上しいこさ んとオ リジナル・スト

ーリーをつく ってみ よう！」  田 中六大 さんオンライ ンゲス ト出演  

日  時：７月 20 日（日）  10： 00～ 12： 00 

対  象：小学生  定  員： 40 人  参加費： 500 円  

※詳細、お申 し込み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#070720ws  

◇講演会「子 どもが 夢中になる秘 密  「 日曜日」シリ ーズ完 結を記念して 」  

日  時：７月 20 日（日）  13： 00～ 16： 00 

対  象：大人（中学 生 以上可）  定  員： 60 人  参加費： 1000 円  

※詳細、お申 し込み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#070720lecture  

 

●英語圏児童 文学会 西日本支部  夏の講 演会「英語圏児童 文学 の翻訳出版  裏

話」  講師： 上村令 さん（児童文 学・絵 本出版編集者 ）  

日  時：６月 14 日（土） 14： 00～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  参 加費： 600 円（会員は 無料）  

主  催：英語圏児童 文 学会西日本支 部  （ IICLO 共催）  

※詳細、お申 し込み は→  https://westcl14.peatix.com/  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な  

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『わたし、わ かんな い』  岩瀬成 子 /著  酒井駒子 /装画  講 談 社  2025 年 4

月  対象年齢 ：小学 校高学年以上  

 

＊今回のゲス トは 当 財団理事長の 宮川健 郎さん （Ｔ） です。  

 

あらすじ：小学４年 生 の少女、中（なか）は 、両親が別居中のた め 、小さい新

聞 社 に 勤 め な が ら 童 話 を 書 く ハ ハ と 二 人 暮 ら し 。 毎 日 隣 に 住 む ５ 年 生 の セ

ンくんと登校 するが、学校が嫌いで、校門に 着くと、二階の 窓から 女の子が

体 を 半 分 の り だ し て 、 い ま に も 飛 び 降 り よ う と し て い る の が 自 分 だ け に 見

える。中は、先生に 質問されると 、よく 、「わかんない 」と言 うが、そのこ

とを級友も先 生も笑 って、「わか んないち ゃん」と呼ばれて い る。中は、セ

ン く ん と 一 人 暮 ら し の お じ い さ ん の 家 の 前 で う ろ う ろ し て い る 男 性 を 見 張

っ た り 、 故 郷 の 島 で 喫 茶 店 を 始 め 、 原 子 力 発 電 所 を 島 に 作 る こ と を 反 対 し

ているチチの ところ へ遊びにいっ たりす る。  

 

Ｙ：「わ たし、わかん ない」と正 直に言う 子どもが学校 で受け 入れられない と

い う 状 況 の お か し さ が 描 か れ て い て 大 い に 共 感 し な が ら 読 み ま し た 。 何 で

も わ か る こ と が い い と さ れ て い る 今 の 社 会 へ の 痛 烈 な 批 判 だ と 思 い ま し た 。 

Ｔ：「わから ない」と 感じているの が、中 だけではなく、ハ ハ の同僚でどの仕

事 に つ い て も 自 分 に 向 い て い る と 思 え な い 持 丸 さ ん や 、 中 と セ ン く ん が 出

会う宮鈴夫さ んなど 、「わからな さ」を 抱え ている大人も 描かれ ていること

で重層的にな ってい ます。  

Ｙ：そ ういう意味 では 中の両親も「わか らな さ」を抱えて生き てい ますし、セ

ンくんもそう です。この「わからない」という気持ち が、「わ からない」と

い う 言 葉 を 使 う だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 言 葉 で 表 現 さ れ て い る と こ ろ も 興

味深かったで す。  

Ｔ：外から 見ると「 い い子」で学 校でも順応 しつつも、そのことを 悩み、中を

うらやましい と思っ ているセンく んがい い味出してい るなと 思いました。  

Ｙ：私は 、作家であ る ハハが作品を 書くと き、「頭 のなかに 小さ い種みたいな

も の が 生 ま れ て 、 そ れ が だ ん だ ん 大 き く な っ て く る の を ま た な き ゃ い け な

い」とか、なぜ書く か について「書くこ とを とおしででな きゃ、見 つけられ

な い な に か を 見 つ け た い の か な 」 な ど と 中 に 語 っ て い る と こ ろ に 、 岩 瀬 さ

んの声を聞い ている ようでおもし ろかっ たです。  

Ｔ：ぼくが おもしろ かったのは 、「大 雨が ふって川があ ふれて しまうと、どん

なことが起き るでし ょう」という夏 山先生 の問いに対し て、水野 さん、川口

くんが当てら れると、中が、「つぎ はきっと 川床さんだ」と 思うと ころです。

思わず笑って しまい ました。  

Ｙ：そういう ユーモ ラスな部分も この作 品の魅力だと 思いま した。  

「わからなさ 」とつ ながって、「待つ 」こ との意味もこ の作品 に流れている と

https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://www.instagram.com/iiclo_official/
https://twitter.com/IICLO_News


思いました。中自 身 も、「わたし、自 分も なにかをまっ ている 気がした。そ

うなの。わたし、ず っ とまっている んだ。な にかを。それがな にか わかれば

いいんだけど 、わか んないなにか をまっ てる。」と 言ってい ま す。  

Ｔ：セ ンくんと中 は、探偵ごっこの ように 不信人物を見 張ると いう「待つ」と

いう行動をし ている し、中は、両親 がなぜ 、別居したのか を語っ てもらうの

を待っていま す。  

Ｙ ： 自 分 の 気 持 ち が 決 ま る ま で 待 ち な が ら 考 え 続 け 、 中 は 最 後 に 大 き な 決 断

をします。その 潔さが いいなと思い ました。そして、それを 受け入 れる両親

も す て き だ な と 思 い ま し た 。 そ の す て き さ が 、 中 の 頭 を な で る と い う 共 通

し た 行 為 で 描 か れ 、 中 は 子 ど も で い て い い ん だ よ と 言 わ れ て い る 気 持 ち が

したと思いま す。  

Ｔ ： 大 人 の 作 っ た 環 境 で 生 き ざ る を 得 な い 子 ど も の た い へ ん さ は 普 遍 的 な テ

ーマです。中 は両親 に愛されて居 場所が あってよかっ たなと 思いました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 117 回「〔手紙（ 三 ）〕」  

 〈こころを 修めた 〉人  

 

〈 普 通 中 学 校 な ど に 備 え 付 け て あ る 顕 微 鏡 は 、 拡 大 度 が 六 百 倍 乃 至 八 百 倍

位 迄 で す か ら 、 蝶 の 翅 の 鱗 片 や 馬 鈴 薯 の 澱 粉 粒 な ど は 実 に は っ き り 見え

ますが、割合 に小さ な細菌などは よくわ かりません 。〉  

 

「〔手紙（ 三）〕」は、顕微鏡の話か ら始ま ります。〈 千倍位〉の 顕微鏡では 、〈下

のレンズの直 径が非 常に小さくな り、従っ て視野に光が あまり はいらなくな 〉

るため、〈下 のレンズ を油に浸して なるべ く多くの光を 入れて 物が見えるよ う

にし〉、さら に〈二千 倍という顕微 鏡〉に なると〈数も少く ま たこれを調節す

ることができ る人も 幾人もない〉 と語ら れます。  

 

最も倍率が高 いのは 、〈二千二百 五十倍或 は二千四百倍 〉で、見 える大きさは

〈〇、〇〇〇一四粍（ ミリ）〉。一方、人間の 眼に感じる光 の波長 は〈〇、〇〇

〇七六粍  （赤色） 乃至  〇、〇〇〇四 粍  （菫色）〉なので 、〈 これよりち

いさなものの 形が完 全に私共に見 える筈 は決してない のです 。〉  

 

〈私共は分子 の形や 構造は勿論そ の存在 さえも見〉えないけれ ども、〈この様

な 、 或 は 更 に 小 さ な も の を も 明 に 見 て 、 す こ し も 誤 ら な い 人 は む か し か ら 決

して少くはあ りませ ん。この人 たちは自 分のこころを 修めた のです。〉と書い

てお話は終わ ります 。  

 

肉 眼 で は 見 え な い も の を 調 べ る た め の 、 科 学 的 な ツ ー ル と し て の 実 験 器 具 の

話をしながら 、最後は 宗教的・哲学的になり ます。科学的 に拡大し ても見える

ものは限られ ており、すべてのもの の本質 を見極めるこ とは科 学には難しい 。

でも〈こころ を修め た〉人にはそ れがで きると語り手 は言い ます。  

 

では、〈ここ ろを修め た〉人とは誰なの で しょうか。釈迦の 前 世を描く「ジャ

ータカ」を 元にした「〔手紙（一）〕」では〈 まことの道 〉、「〔 手紙（二）〕」では

〈まことの力 〉〈まこ とのこころ〉が描 かれ ていました。本作 では 、「まことを

見る眼」を持つ人、す なわち覚者の 目（仏眼・慧眼）を持 つ人が〈 こころを修

めた〉人とし て描か れているのか もしれ ません。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房 版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』



によりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７１  

*****************************************************************  

 

毛 虫 は 、 つ く え か ら ま ど の さ ん に か ら だ を 移 動 さ せ て い た 。 さ っ き 稔 が お

い た 花 の と こ ろ ま で ま っ す ぐ に す す み 、 も う い ち ど つ の を う ご か し て 、 ム ー

ン……と鳴い た。  

「また鳴いた 。あっ 、花たべよる んや。」  

稔が小さな声 でさけ んだ。  

「ぼくもそう やと思 う。」  

克彦もうなず いた。  

「あっという まにた べるわよ。」  

良枝もささや き声で いった。三人 はいき をのんで見ま もった 。  

 

（『 ム ン ジ ャ ク ン ジ ュ は 毛 虫 じ ゃ な い 』 岡 田 淳 /著  偕 成 社 文 庫  偕 成 社  

1993 年 3 月  p.52-53 ＊初版は、 1979 年 8 月）  

 

浦河良治との 共作『忘 れものの森 』（ねべり よん（筆者注：共 作の ペンネーム）

/作  文研出版  1975 年 3 月）から数えて 今年デビュー 50 周年の岡田淳の単

著 デ ビ ュ ー 作 で す 。 転 校 生 の 良 枝 は 、 の ぼ る と た た り が あ る と 言 わ れ て い た

ク ロ ヤ マ の 頂 上 で 新 種 か と 思 わ れ る オ レ ン ジ の 花 （ ク ロ ヤ マ ソ ウ ） を 見 つ け

ます。そして、その 花 についていた「ご はん つぶくらいの 黒い毛 虫」をオリー

ブ荘の物置で 飼い始 めます。  

 

同 じ く オ リ ー ブ 荘 に 住 ん で い る 同 級 生 の 稔 と 克 彦 は 、 良 枝 の 秘 密 を 知 っ て 、

毛 虫 を ム ン ジ ャ ク ン ジ ュ と 名 付 け 、 い っ し ょ に 飼 う こ と に し ま す 。 引 用 の 部

分 は 、 ３ 人 が ム ン ジ ャ ク ン ジ ュ を 観 察 し て い る と こ ろ で す 。 良 枝 の 標 準 語 と

稔 た ち の 関 西 弁 が う ま く と け あ っ て 、 ３ 人 の 友 情 が 築 か れ て い る 様 子 が う か

が え ま す 。 関 西 弁 を 使 っ た 絶 妙 な 会 話 の や り と り は 、 今 も 岡 田 作 品 の 特 徴 で

す。  

 

３人組は、ムンジャ ク ンジュ が 25 時間に一度、クロヤ マソウの 花 だけを食べ、

食 べ る 量 は 毎 回 前 回 の 倍 に な る こ と を 発 見 し ま す 。 そ し て 、 ム ン ジ ャ ク ン ジ

ュ は ど ん ど ん 大 き く な っ て い き ま す 。 ３ 人 組 は ク ロ ヤ マ ソ ウ の 花 を 確 保 す る

ために級友に 声をか けます。最後 は、警察 まで出動する 騒ぎに なりますが、ム

ンジャクンジ ュは子 どもたちによ って守 られ、姿を消 します 。  

 

何 よ り 、 毛 虫 の よ う で 毛 虫 で な い ム ン ジ ャ ク ン ジ ュ が 魅 力 的 で す 。 作 者 の ユ

ー モ ア に あ ふ れ る 空 想 世 界 の 豊 か さ が 感 じ ら れ ま す 。 そ し て 、 子 ど も の 正 義

感の強さ、大 人の理不 尽さ、環境問 題など、現代にも通じ るテー マが描かれて

おり、読み継 がれて ほしい作品だ と改め て思いました 。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

神戸ゆかりの 美術館 で６月 29 日まで開催 されている「サン リオ 展  ニッポン

のカワイイ文化 60 年史」に行ってきま した 。「ハローキ ティ」や「マイメロデ

ィ」などのキ ャラク ターを生み出 してき たサンリオの 60 年を超える歴史を 、

「かわいい」をキーワ ードに、原画 や関連資 料、当時のグ ッズなど 数百点の展

示物によって たどっ た展示です。  



 

初期の頃の「いち ご」模様のグッズ や、水森 亜土や内藤ル ネ、田村 セツコなど

の人気イラス トレー ターの絵を使 ったア イテムが展示 されて いた「“かわ いい”

のはじまり 」、「パティ ＆ジミー」や「ハロ ー キティ」な ど、数多 く のキャラク

タ ー が イ ラ ス ト や 制 作 過 程 と と も に 紹 介 さ れ て い た 「 オ リ ジ ナ ル キ ャ ラ ク タ

ーの誕生」、「何度も 足を運びたく なるサ ンリオショッ プ」、「『 いちご新聞 』は

サンリオとフ ァンを つなぐ架け橋 」の ４ 部構成になっ ていま した。  

 

1974 年に誕生した「 パティ＆ジミ ー」や 「ハローキテ ィ」が 流行した頃に 子

ど も だ っ た 私 に と っ て は と て も 懐 か し い 空 間 で し た 。 と は い え 、 サ ン リ オ の

キャラクターは 2020 年までの 60 年間に 450 以上も生み出されて いるとのこ

と。消えてしまっ た 多くのキャラ クター の中で、なぜ 、「パテ ィ＆ジミー」や

「ハローキテ ィ」が 生き残ったの かと思 いました。  

 

特に懐かしか ったの は、文房具 や食器、ハ ンカチなど様 々な雑 貨の商品（「ギ

フト」と呼ばれ ます）。サンリオショ ップに 出かけて、お財 布と相 談しながら、

長 い 時 間 を か け て 、 自 分 の 欲 し い も の や 、 友 だ ち へ の 誕 生 日 プ レ ゼ ン ト を 買

っ た こ と を 思 い 出 し ま し た 。 ビ ニ ー ル 製 の ケ ー ス や 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク の 小 物

入れ、水筒、匂いの つ いたティッシ ュペー パー、手鏡など、手 に 持った重さや

感 触 ま で よ み が え っ て き ま し た 。 サ ン リ オ の お 店 で 買 っ た ら も ら え た プ レ ミ

アムマスコッ ト（お まけ）もうれ しかっ た記憶があり ます。  

 

展示では、サンリ オが 出版社を作っ て、｢詩とメルヘン ｣「いちごえほん」など

の雑誌や、「リリ カ」というマンガ 雑誌、詩集なども出 されて いたことも紹 介

されていまし た。また 、現在も発行が続 いて いる「いちご新聞」の 表紙の展示

も あ り ま し た 。 キ ャ ラ ク タ ー が 作 ら れ 、 そ こ か ら そ れ ぞ れ の キ ャ ラ ク タ ー の

物語が作られ るとい う過程が興味 深く、大 阪府立中央図 書館  国 際児童文学館

で出版物をじ っくり 見てみたいと 思いま した。（Ｋ ）  

 

神戸ゆかりの 美術館  

https://www.city.kobe.lg.jp/a45010/kanko/bunka/bunkashisetsu/yukarim

useum/sanrio.html 

 

【公式】サン リオ展 ニッポンのカ ワイイ 文化 60 年史  

https://sanriocharactermuseum.com/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ９回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その２  「散 文性の かく得」（ 下 の前半 ) 

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おしい れのぼうけん』が 刊行 された、つぎの年。私 は 19 歳でし

た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

https://www.city.kobe.lg.jp/a45010/kanko/bunka/bunkashisetsu/yukarimuseum/sanrio.html
https://www.city.kobe.lg.jp/a45010/kanko/bunka/bunkashisetsu/yukarimuseum/sanrio.html
https://sanriocharactermuseum.com/


http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●子どもと本 の講座 「絵本制作の 舞台裏 」（全３回連続 講座）  

講師：鈴木加 奈子（ 絵本編集者）  

日時：５月 22 日（木 ）、６月 26 日（木）、７月 17 日（木）  10： 15～ 12： 00 

場所：北千里 地区公 民館（吹田市 ）  

定員： 60 人  ※無料 、要申し込み  

主催：吹田市 立図書 館  共催：吹 田子ど もの本連絡会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《 １》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『わ たし、わかんない 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は６月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

通勤時の駅ま での風 景に心が和む 毎日で す。新学期か ら早や ひと月がたち ま

すが、お父さ んと手 をつないで歩 いてい く新一年生も いれば 、ひとりで登 校

するようにな った二 年生の子ども も見か けます。ブカ ブカ気 味の制服で通 学

する新中学生 もいま す。子どもた ちの成 長の早いこと 、思わ ず目を細めて し

まいました 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

